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サステナビリティボンドESG債種別
総額100億円（予定）発⾏額
2026年8月（予定）条件決定日
三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社（事務）／野村證券株式会社／大和証券株式会社引受会社
ムーディーズ・ジャパンから国債と同格の「A1（安定的）」の格付を取得格付け
第三者機関である株式会社格付投資情報センター（R&I）から、以下の原則・ガイドラインへの適合性
について評価を取得
 ICMA ︓グリーンボンド原則2021、ソーシャルボンド原則2023、サステナビリティボンドガイドライン2021
 環境省︓グリーンボンドガイドライン2024年版
 ⾦融庁︓ソーシャルボンドガイドライン（2021年10月）

適合性評価

投資表明をいただける投資家様については、本県ウェブサイト上で投資家名をご紹介します投資表明

福岡県は、2016年11月に北九州市で開催された「第2回世界獣医師会－世界
医師会“One Health”に関する国際会議」においてまとめられた「福岡宣言」の地と
して、これまでもワンヘルスの推進に取り組んできました。
2020年12月には全国初となる「福岡県ワンヘルス推進基本条例」を制定、2022
年3月には「福岡県ワンヘルス推進⾏動計画」を策定しました。
この⾏動計画に基づく施策を着実に進めていくため、充当事業をワンヘルスの推進
に資する事業に特化した債券「福岡県ワンヘルスボンド」を発⾏します。

福岡県知事
服部 誠太郎

福岡県ワンヘルスボンドの概要

「人の健康」「動物の健康」「環境の健全性」を一つの
健康と捉え、一体的に守っていくという考え方です。
私たちが健康に暮らしていくためには、地球に暮らす
動物、そして地球自身も健康である必要があります。



充当予定事業の一覧・具体的事例

充当予定事業

社会的課題の解決に資する事業（ソーシャル）

環境改善効果を有する事業（グリーン）

ワンヘルスセンター(保健環境研究所・動物保健衛生所)などの整備(ZEB化)事業概要

グリーンビルディング・省エネルギー（グリーン）
人獣共通感染症対策のための施設整備（ソーシャル）分類

温室効果ガスの排出量削減環境面での効果

環境改善効果を有する事業（グリーン）かつ社会的課題の解決に資する事業（ソーシャル）

ワンヘルスセンターの外観イメージ

林道整備事業概要

自然資源・⼟地利⽤の環境維持型管理分類

自然資源の保全環境面での効果

・ワンヘルス体験学習・研究ゾーン整備
・豊前海での漁礁の設置事業概要

生物多様性の保全分類

生物多様性の保全環境面での効果

ワンヘルス教育を実践する県⽴⾼校の整備事業概要

教育関連施設・設備の整備分類

保健所の整備事業概要

庁舎等の整備分類

ワンヘルス体験学習・研究ゾーンの
外観イメージ 漁礁の設置

感染症対応 ワンヘルス教育

林道整備

PCR検査の様子 検査室での細菌検査

福岡県ワンヘルスボンド問い合わせ先
092-482-5620（電話）福岡支店九州法人部三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社
092-711-9005（電話）⻄⽇本法人営業部野村證券株式会社
092-713-4007（電話）福岡支店大和証券株式会社

その他市場公募債に
関する問い合わせ先

092-643-3087
zaisei@pref.fukuoka.lg.jp

（電話）
（E-mail）総務部財政課福岡県


